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サイバー犯罪による米国の経済損失は年間 1000 億ドル  
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戦略国際問題研究所（CSIS）とコンピュータセキュリティー企業McAfeeは、

7月22日、サイバー犯罪、サイバースパイが及ぼす米国経済への影響に関す

る報告書 1を発表した 2。  

 

この報告書によれば、サイバー犯罪等による米国経済の損失は年間約1000

億ドルと推計され、雇用人数に換算 3すると508,000人の雇用が失われている

と推計している。  

 

この損失は、サイバー犯罪、サイバースパイによる知的財産権の損失、営業

秘密情報の損失、サイバー犯罪による被害、信用失墜、セキュリティー向上、

機会損失などを総合し、推計した。  

 

また、損失額は、米国による車の事故による損失額や盗難等による損失額と

同レンジにあるとされている 4。  

 

 

 

 

 

 

（了） 

                                                           
1
 原題「T h e  E c o n o m i c  I m p a c t  o f  C y b e r c r i m e  a n d  C y b e r  E s p i o n a g e」  

2
 報告書（P D F）  

3
 商務省は 2 0 1 1 年に 1 0 億ドルの輸出は 5 0 8 0 人の雇用と等しいと見積もっている。  

4
 報告書 5 ページの表を参照。  

http://csis.org/files/publication/60396rpt_cybercrime-cost_0713_ph4.pdf

